
令和8年6月25日
財 政 課

令和8年6月議会補正予算
（6月29日追加提案分）

【概要】



【令和8年度一般会計6月補正予算 追加提案（第2号）の内容】

・協力企業の生産プロセス変革・拡大を支援

・商業・サービス業者等が取り組む省エネルギー対策の支援

・製造業者が取り組む省エネルギー対策の支援

・漁業者が取り組む省エネルギー対策の支援

・高齢者福祉施設等が取り組む省エネルギー対策の支援

・DX・GXによる持続可能な公共交通の
基盤構築
交通事業会計補給金 1億1,963万円
自動運転実証事業費 ▲1億1,963万円



（産業経済部商工企画課）

商業・サービス業者等が取り組む省エネルギー対策の支援
～商業・サービス業等省エネ対策支援事業費～

事業費：5,906万円、財源：重点支援交付金5,156万円

エネルギー価格高騰等の影響を受けている商業・サービス業等の事業者が取り組む、
エネルギーコスト削減効果の高い設備投資を支援するため、島根県の追加支援に呼
応して増額補正する。（繰越明許費設定）

＜参考＞県補助金の内容
【補 助 率】補助対象経費の1/2以内

（新型コロナ関連融資を利用している場合は 2/3以内）
【補助限度額】（上限額）300万円（下限額）20万円

【実施例】

【補助対象者】商業・サービス業等の事業者

【補 助 対 象】省エネルギー・省電力に資する設備更新・機器導入費

【補 助 額】10万円～75万円

【補 助 率】県補助金の1/2以内
または1/4以内

補正後額補正額補正前額

1億1,577万円
5,906万円

（繰越明許費750万円）
5,671万円

（R7繰越予算）

飲食店の製氷機設置

県への申請件数（松江市分）
100件以上（6月17日時点）
※県の委託事業者が取りまとめ中

民間事業所のエアコン設置



（産業経済部ものづくり産業支援センター）

製造業者が取り組む省エネルギー対策の支援
～製造業省エネ対策支援事業費～

【補助対象者】製造業者

【補 助 対 象】省エネルギー・省電力に資する設備更新等

【補 助 額】20万円～450万円

【補 助 率】1/2
※県補助金との併用可（県補助残額（自己負担額）の1/2を補助）

補正後額補正額補正前額

6,738万円
480万円

（繰越明許費480万円）
6,258万円

（R7繰越予算）

工場屋根の遮熱塗装施工

エネルギー価格高騰等の影響を受ける製造業の中小企業が取り組む、省エネルギー
効果の高い生産設備等の導入並びに製造現場等の改善を支援するため、島根県の追
加支援に呼応して増額補正する。（繰越明許費設定）

事業費：480万円

＜参考＞県補助金の内容
【補 助 率】中小企業者 補助対象経費の1/2以内

小規模事業者 補助対象経費の2/3以内
【補助限度額】（上限額）750万円（下限額）40万円

工場設備の変圧器更新

【実施例】

県への申請件数（松江市分）
20件（6月17日時点）



（産業経済部水産振興課）

漁業者が取り組む省エネルギー対策の支援
～漁業省エネ対策支援事業費～

事業費：750万円、財源：重点支援交付金

物価高騰の影響を受けている漁業者が取り組む、省エネルギー・省コストにつなが
る漁業用機器等の導入を支援するため、島根県の追加支援に呼応して増額補正する

LED集魚灯の導入

船外機の更新

補正後額補正額補正前額

3,609万円750万円
2,859万円

（R7繰越予算）

【実施例】

【補助対象者】認定漁業者、認定新規漁業者等

【補 助 対 象】省エネルギー・省電力に資する漁業用機械・
機器の導入費

【補 助 額】上限250万円

【補 助 率】県補助金残（自己負担）額の1/2以内

＜参考＞県補助金の内容
【補 助 率】補助対象経費の1/2以内
【補助限度額】（上限額）1,000万円

県への申請件数（松江市分）
21件（6月17日時点）



（健康福祉部健康福祉総務課）

高齢者福祉施設等が取り組む省エネルギー対策の支援
～高齢者・障がい者施設等省エネ対策支援事業費～

事業費：525万円、財源：重点支援交付金

物価高騰の影響を受けている高齢者福祉施設等が取り組む、エネルギーコスト削減
効果の高い設備投資を支援するため、島根県の追加支援に呼応して増額補正する。

補正後額補正額補正前額

2,775万円525万円
2,250万円

（R7繰越予算）

【補助対象者】高齢者福祉施設、障がい福祉施設、児童福祉施設を

運営する市内社会福祉法人等

【補 助 対 象】省エネルギー・省電力に資する設備更新・機器導入費

【補 助 額】10万円～75万円

【補 助 率】県補助金の1/2以内

＜参考＞県補助金の内容
【補 助 率】補助対象経費の1/2以内
【補助限度額】（上限額）300万円（下限額）20万円

県への申請件数（松江市分・見込）
24件（6月17日時点）

【実施例】

福祉施設の空調更新

福祉施設の給湯器更新



協力企業の生産プロセス変革・拡充を支援
～製造業生産プロセス変革等支援事業費（三菱マヒンドラ農機関連）～

【補助率】県＋市 9/10以内

製造業者の生産プロセスの変革・拡充または新事業
の構築による収益確保に向けて、必要な設備投資等
を支援するため、島根県の追加支援に呼応して増額
補正する。（繰越明許費設定）

（産業経済部ものづくり産業支援センター）

市上限額市補助割合事業費

600万円1.5/104,000万円以下

3,000万円9/10-県補助割合4,000万円を超える場合

事業費：6,030万円、財源：重点支援交付金4,380万円

補正後額補正額補正前額

1億1,430万円
6,030万円

（繰越明許費1,650万円）
5,400万円

（R7繰越予算）

事業費4,000万円の場合

県＋市＝3,600万円

（補助割合 9/10）

【県】
補助率 7.5/10
補助額 3,000万円

【市】
補助率 1.5/10
補助額 600万円

【事業者】
自己負担400万円

【補助率イメージ】
事業費6,000万円の場合

県＋市＝5,400万円

（補助割合 9/10）

【県】
補助割合 5/10
補助額 3,000万円
（上限額）

【市】
補助割合 4/10
補助額 2,400万円

【事業者】
自己負担600万円

＜参考＞県補助金の内容
【補助率】7.5/10 【補助限度額】（上限額）3,000万円

※支援総額 1億5,787万円（うち令和7年度補正予算9,757万円）



（まちづくり部交通政策課）

DX・GXによる持続可能な公共交通の基盤構築
～自動運転バス購入費補助金～
（交通事業会計補給金） 事業費：1億1,963万円、財源：国4/5

令和7年度に続き、官民で連携し自動運転の実証運行に取り組み、検証を重ねて早期
の本格運行を目指す。運行事業者が保有する車両で実証実験を行うという国の方針
に呼応し、交通局が自動運転バスを購入する費用を補助する。

● ロードマップ● 実施内容

・スムーズにレベル4認可取得し、本格運行を開始するため
実証運行から本格運行まで同一車両を使用できるよう、
車両調達をリースから購入に変更

・自動運転バス車両購入補助 1億1,963万円

（※）当初予算で計上した総額2億5,013万円は変更せず、
事業の年度間調整等を行い「自動運転実証事業費」
から「自動運転バス購入費補助金」へ1億1,963万円
を組み替え

本格運行

試乗運行/レベル4認可取得をめざす

実証運行/試乗会

中心市街地に自動運転バスを導入し捻出した
運転士を郊外部と中心部をつなぐ幹線へ再配置
市域全体の持続可能な交通ネットワークを形成

車両購入費 1億 661万円

車両の維持管理・システム保守経費等 1,302万円

計 1億1,963万円

【財源】一般会計補助金（全額）

【参考】交通局の補正予算

6月23日 交付決定
9月下旬 車両納品
9月下旬～1月中旬 実証運行
1月中旬～2月中旬 試 乗 会

令和8年度

令和10年度以降

令和9年度

令和7年度
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（出典：地理院タイルを加工して作成）
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